
 

こんにちは、ニスコ進学スクールです。教育業界の永遠のテーマでもある「質」と「量」。今回はこのテーマに切り込んでいき 

たいと思います。近年の流行りだと、 

“「量」より「質」だ” 

 

と叫ばれることが多いですが、私は半分正解で、半分は不正解だと考えています。正しくは誤認されているというべきで 

しょうか。ここからの議論は持論になりますが、2024年度、「50-50」の偉業を達成した大谷翔平選手のとあるインタ 

ビューを引用しながら、ご説明したいと思います。 

 

 

  ◆努力の天才 

 

紹介させていただくのは、大谷選手が最も好きなマンガは何か？に回答したインタビューです。何十回と読んだという 

『スラムダンク』について語った時のこと。「どのキャラクターが好きですか？」という質問に対して、「僕は仙道彰が好き 

ですね」と答えました。「では、共感できるキャラクターは？」と聞くと、大谷は「神宗一郎じゃないですか。練習の鬼です 

からね。僕が一番練習しているとは思っていないですけれど、反復練習は本当に大事。練習って面白いんですよ。練習を 

通じて自分の長所や能力を『発見』することができるから。そういう『気づき』を得る瞬間があるのが練習の面白さと醍醐 

味ですね。」と答えたのでした。 

 

『スラムダンク』の仙道彰といえば、身長１９０cm という恵まれた身体と、類いまれなバスケセンスでチームを牽引する 

天才肌のキャラクターです。大谷翔平とタイプの重なるキャラクターに思えますよね。ですが、大谷選手は「最も共感する 

キャラクター」に仙道とは対照的な神宗一郎に自らを重ねていました。神は、特長も才能もない普通の選手と思われてい 

たのですが、膨大な反復練習を積み重ね、ロングシュートで頭角を現し、全国大会常連校のスタメンを勝ち取った、まさに 

絵に描いたような「努力の天才」と言えます。このあたりが、もしかすると、大谷選手の本当の姿なのかもしれませんね。 

 

「自分の才能は何だと思いますか？」という質問に対して、彼は「頑張る能力があることじゃないですかね。」と回答して 

いる。だからこそ、凡庸だが努力の天才である神宗一郎に自身を重ねたのかもしれませんね。 
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「質」と「量」を勘違いしているあなたへ

 



 

 

◆「量」の先にある、それが「質」 

 

前人未到の「50-50」という偉業を達成した大谷選手も語る反復練習の大切さ。これはある程度、勉強の量をこなし 

てきたお父様・お母様には理解できるのではないでしょうか。そして、その物量を乗り越えて行く中で、幾度も修正を加え 

ながら 

 

 

と模索した経験はないでしょうか。勉強に限らず、仕事でもそういった経験はあるはずです。つまり、私が声を大にして伝 

えたいことは、 

 

 

ということです。物量をこなしていない人が、より良い勉強方法を見つけるなんてことは不可能だと断言します。そして、 

より良い勉強のために必要な要素がもう一つあるのです。それは、 

 

「正しい方向に努力すること」 
 

です。努力はある一定のラインまでは能力を引き上げてくれますが、限界がきます。上位校を目指すレベルともなってく 

るとやり方を変えなければいけません。その指針を自分で決められるのであれば、それにこしたことはありませんが、 

毎年「自分で考えさせてみてから」とか「一度失敗させてみてから」といったご意見を一般生の保護者様からよく耳に 

します。それも大切なプロセスだと私も思いますが、そうなる前に一度任せていただけないでしょうか。 

正しい方向に努力を進めるガイド役は必要だと考えております。ニスコには専任のプロ講師がたくさんいるので、こ 

の正しい方向へ導き、正しい努力を教えることには長けていると自負しております。 

 

体験授業はいつでも実施しておりますので、是非一度ニスコの雰囲気を見てみてください。そして、勉強を本気で頑張っ 

    ている仲間たちと一緒に、自分に合うより良い勉強方法を見つけにいきましょう。 

 

 

 

 


